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ポイント 

◆ 2005 年 4 月から 2007 年 3 月までの 24 か月分の診療報酬請求状況（総点数・総件数・

総日数）から佐賀県下の病院、診療所それぞれの主要3要素および主要3指標の2006年度

の対前年度伸び率の分析を行った。 

 

◆ 病院総点数の対前年度伸び率は、入院（▲1.03%）、入院外（▲0.51％）ともにマイナ

スであり、その要因は、一般病院の総点数の減少であった。療養病床のみの病院の入院で

は、療養病床点数改定の影響を受け、1日当たり点数が▲6.37％のマイナスであった。 

 

◆ 診療所総点数の対前年度伸び率についても、入院（▲1.31％）、入院外（▲0.89％）と

もにマイナスであった。入院総点数の減少の要因は、病院と同様に、療養病床点数改定の

影響による1日当たり点数の抑制の結果、入院患者数が減少したためである。入院外総点

数の減少の要因は、１件当たり日数の減少に歯止めがかかっていないためである。 

 

◆ 本調査結果と、厚生労働省の全数調査である「概算医療費データベース」より集計され

た「平成18年度医療費の動向」による全国平均との比較を行ったところ、診療所入院総点

数以外はいずれも全国平均より低い結果であった。これ以上のマイナス改定が続けば、医

療経営へのしわ寄せから地域医療の崩壊を招くことが懸念される。 
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調査対象 有効回答 有効回答率

病   院 110 46 41.8%

診療所 565 197 34.9%

計 675 243 36.0%

 

第１章 調査概要 

１．調査目的 
2006 年度の診療報酬改定率は、▲3.16％（本体▲1.36％、薬価等▲1.8％）という過去

最大の引き下げ率とされた。これを受けて、病院の病床種類別、規模別、診療科別など医

療保険収入（医療費）の変化が、医療経営に打撃を与えている可能性がある。そこで、佐

賀県医師会では、2006 年度診療報酬改定による県下の医療機関の医療費に対する影響を把

握し、今後の改定に向けた基礎資料に資する目的で県医師会が独自に調査を実施した。 
 
２．調査対象 
佐賀県医師会員が開設者又は管理者である県下の医療機関。 

内訳は、病院 110 施設と一般診療所 565 施設の合計 675 施設であった。 
  
３．調査内容 

 １）施設の概要（二次保健医療圏、病床有無、病床の種類、主たる診療科など） 

２）2005 年 4 月から 2007 年 3 月までの 24 か月分の診療報酬請求状況（総点数・総件

数・総日数） 
 
４．調査方法 
 県医師会から調査対象医療機関に調査票を郵送により送付し、翌月 20 日までに県医師

会宛にファックスによる回答とした。 
 
５．調査の担当 

調査の依頼、配布および回収・集計は同県医師会地域医療課が行い、分析については日

医総研が担当した。 
 
６．有効回答数（％） 

回収したもののうち、医療費の主要 3 要素（総点数、総件数、総日数）に欠損のあるも

のを除いた有効回答数は、計 243 施設（36.0％）であり、そのうち病院が 46 施設（41.8％）、

診療所が 197 施設（34.9％）であった。 

表 1 有効回答数（％） 
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 なお、病院および診療所の有効回答施設の内訳は、表 2 に示すとおりである。 
               

表 2 有効回答数－病院・診療所・全体 

病院（n=46） 
 

   
 

 

 

   注）「一般病院」は、療養病床を有しない施設と有する施設を合わせた集計結果である。 
    また、「〔再掲〕療養を有する病院」には、「〔再掲〕療養のみの病院」を含んでいる。 
      「精神科病院」は、精神病床を有する病院である。 
                 

診療所（n=197） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

施設数 構成割合

無床 内科 54 47.0%

小児科 15 13.0%

精神科 2 1.7%

外科 6 5.2%

整形外科 0 0.0%

産婦人科 1 0.9%

眼科 11 9.6%

耳鼻咽喉科 15 13.0%

皮膚科 9 7.8%

泌尿器科 0 0.0%

脳神経外科 1 0.9%

その他 1 0.9%

小計 115 100.0%

有床 内科 38 46.3%

小児科 1 1.2%

精神科 0 0.0%

外科 11 13.4%

整形外科 11 13.4%

産婦人科 14 17.1%

眼科 1 1.2%

耳鼻咽喉科 2 2.4%

皮膚科 0 0.0%

泌尿器科 2 2.4%

脳神経外科 0 0.0%

その他 2 2.4%

小計 82 100.0%

合計 197 100.0%

主たる診療科

施設数 構成割合

一般病院 39 84.8%

　　〔再掲〕療養を有する 27 58.7%

　　　　 〔再掲〕療養のみ 12 26.1%

精神科病院 7 15.2%

合計 46 100.0%

病院種別
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第２章 調査結果                              
 
本報告では、分析結果として、主要 3 要素および主要 3 指標の 2006 年度の対前年度伸

び率を示している。 

主要 3 要素とは、総点数（医療費に相当）・総件数・総日数であり、主要 3 指標とは、

1 件当たり点数、1 件当たり日数、1 日当たり点数のことである。 

  

１. 病院・診療所別の動向 

（１）病院 
 2006 年度における病院の入院総点数の伸び率（▲1.03％）、入院外総点数（▲0.51％）、

入院と入院の小計である医科総点数（▲0.89％）について、いずれもマイナスであった。

入院総点数の減少の要因は、1 件当たり日数が▲4.50％もの減少になり、総件数が 2.54％

の増加を打ち消したためである。 

  

（２）診療所 

 診療所の総点数の伸び率についても、病院と同様に、入院（▲1.31％）、入院外（▲0.89％）、

入院と入院外の小計である医科総点数（▲0.95％）のいずれもマイナスであった。 

 入院総点数がマイナスとなった要因は、1 件当たり日数の▲3.18％の減少に加え、病院

とは異なり、総件数も▲0.86％と減少したためである。 

 
表 3 病院・診療所別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%

病院 入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%

小計 6,011,604,022 5,957,856,759 -0.89% 1,066,364 1,077,163 1.01% 3,707,824 3,624,430 -2.25%

入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%

診療所入院外 1,746,148,011 1,730,590,084 -0.89% 1,654,937 1,656,202 0.08% 3,878,706 3,784,156 -2.44%

小計 2,011,357,750 1,992,322,410 -0.95% 1,672,830 1,673,941 0.07% 4,109,989 4,006,151 -2.53%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%

病院 入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%

小計 5,637 5,531 -1.89% 3.5 3.4 -3.23% 1,621 1,644 1.39%

入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%

診療所入院外 1,055 1,045 -0.97% 2.3 2.3 -2.51% 450 457 1.59%

小計 1,202 1,190 -1.01% 2.5 2.4 -2.59% 489 497 1.62%

主要3要素

主要3指標

総点数 総件数 総日数

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数
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２. 病院医療費の動向 

（１）二次保健医療圏別 

 二次保健医療圏別客体数の構成比は、中部が最も多く 39.1％（18 施設）、続いて南部

が 19.6％（9 施設）、北部が 17.4％（8 施設）、西部が 13.0％（6 施設）、東部が 10.9％

（5 施設）の順であった。 

図 1 病院客体数－二次保健医療圏別（n=46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院総点数の対前年度伸び率がプラスになったのは、南部（1.05％）、東部（0.49％）、

北部（0.03％）であったが、中部（▲1.64％）、西部（▲1.96％）ではマイナスとなった。 

 入院外医療費がプラスになったのは、北部（1.77％）のみであり、それ以外の地域では、

約▲1％を下回るマイナスであった。 

  

 二次保健医療圏のうち、最も施設数が多い中部の総点数の対前年度伸び率は、入院、入

院外ともにマイナスであった。その要因は、1 件当たり日数の減少幅が大きく（入院▲

5.61％、入院外▲3.93％）、1 日当たり点数の増加（入院 2.39％、入院外 1.95％）を打ち

消したためである。 

 なお、総件数は、東部のみ入院と入院外の両方でマイナスとなった。それ以外の地域で

は、入院と入院外の両方でプラスとなっている。 

 

 

中部 39.1%

(n=18)

南部 19.6%

(n=9)
北部 17.4%

( n=8)

西部 13.0%

(n=6)

東部 10.9%

(n=5)
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表 4 二次保健医療圏別にみた主要 3 要素主要 3 指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 2,731,382,767 2,686,559,803 -1.64% 55,028 56,004 1.77% 952,145 914,626 -3.94%

入院外 724,065,420 716,934,427 -0.98% 477,808 483,018 1.09% 894,998 869,218 -2.88%

入院 259,543,440 260,827,656 0.49% 7,527 7,435 -1.22% 156,590 154,144 -1.56%

入院外 76,208,674 74,999,324 -1.59% 70,432 69,673 -1.08% 157,453 148,080 -5.95%

入院 321,528,404 315,234,504 -1.96% 8,934 10,458 17.06% 150,026 151,025 0.67%

入院外 203,423,279 201,210,664 -1.09% 100,426 102,517 2.08% 233,118 225,458 -3.29%

入院 360,341,528 364,139,490 1.05% 11,172 11,271 0.89% 228,550 226,481 -0.91%

入院外 151,534,689 147,168,640 -2.88% 113,926 115,513 1.39% 241,235 240,999 -0.10%

入院 791,401,011 791,647,701 0.03% 19,979 20,081 0.51% 336,498 339,780 0.98%

入院外 392,174,810 399,134,550 1.77% 201,132 201,193 0.03% 357,211 354,619 -0.73%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 49,636 47,971 -3.36% 17.3 16.3 -5.61% 2,869 2,937 2.39%

入院外 1,515 1,484 -2.05% 1.9 1.8 -3.93% 809 825 1.95%

入院 34,482 35,081 1.74% 20.8 20.7 -0.34% 1,657 1,692 2.09%

入院外 1,082 1,076 -0.51% 2.2 2.1 -4.93% 484 506 4.64%

入院 35,989 30,143 -16.24% 16.8 14.4 -14.00% 2,143 2,087 -2.61%

入院外 2,026 1,963 -3.11% 2.3 2.2 -5.26% 873 892 2.27%

入院 32,254 32,308 0.17% 20.5 20.1 -1.78% 1,577 1,608 1.98%

入院外 1,330 1,274 -4.22% 2.1 2.1 -1.47% 628 611 -2.79%

入院 39,612 39,423 -0.48% 16.8 16.9 0.46% 2,352 2,330 -0.94%

入院外 1,950 1,984 1.74% 1.8 1.8 -0.76% 1,098 1,126 2.52%

中部

東部

西部

南部

北部

中部

東部

西部

南部

北部

主要3要素

主要3指標

総点数 総件数 総日数

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数
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（２）病床規模別 

本調査では、病院の病床規模を 200 床以上と 200 床未満に分類している。 

病床規模別客体数の構成比は、200 床以上が 15.2％（7 施設）、200 床未満が 84.8％（39

施設）であった。 
 

図 2 病院客体数－病床規模別（n=46） 

 

 

 

 

 
 
 
 200 床以上の入院総点数の対前年度伸び率は、▲1.37％であった。マイナスとなった要

因は、総件数が 0.55％、1 日当たり点数が 1.86％と増加を示したが、1 件当たり日数の減

少が▲3.69％と減少したためである。 

200 床未満の入院総点数では、▲0.61％であった。同病床規模がマイナスとなった要因

は、総件数が 4.26％と大きく増加を示したものの、1 件当たり日数が▲5.28％と大きく減

少したためである。1 日当たり点数は 0.65％であり、200 床以上と比べ伸びは約 1.2 ポイ

ント低くなっていた。 

なお、入院外総点数については、200 床未満では▲0.98％の微減であったが、200 床以

上では 0.40％と微増を示していた。 
 
       表 5 病院の病床規模別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 
 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 2,445,121,166 2,411,640,689 -1.37% 47,425 47,684 0.55% 781,286 756,531 -3.17%

入院外 520,536,840 522,603,302 0.40% 353,386 354,175 0.22% 521,571 520,788 -0.15%

入院 2,019,075,984 2,006,768,465 -0.61% 55,215 57,565 4.26% 1,042,523 1,029,525 -1.25%

入院外 1,026,870,032 1,016,844,303 -0.98% 610,338 617,739 1.21% 1,362,444 1,317,586 -3.29%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 51,558 50,575 -1.90% 16.5 15.9 -3.69% 3,130 3,188 1.86%

入院外 1,473 1,476 0.17% 1.5 1.5 -0.37% 998 1,003 0.55%

入院 36,568 34,861 -4.67% 18.9 17.9 -5.28% 1,937 1,949 0.65%

入院外 1,682 1,646 -2.16% 2.2 2.1 -4.45% 754 772 2.39%
200床未満

１件当たり日数 １日当たり点数１件当たり点数

主要3要素

主要3指標

総点数 総件数 総日数

200床以上

200床未満

200床以上

200床以上

15.2%(n=7)

200床未満

84.8%(n=39)
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（３）病院種別病床種類別 

 病院の種類別客体構成比は、一般病院が 84.8％（39 施設）、精神科病院は 15.2％（7

施設）であった。 

図 3 病院客体数－病院種別（n=46） 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、病床種類別客体数の内訳を、表 6 に示す。 

一般病院のうち、療養病床を有する病院は 27 施設（病院全体の 58.7％）であり、その

うち療養病床のみの病院は 12 施設（病院全体の 26.1％）であった。また、療養病床を有

しない病院は 12 施設（病院全体の 26.1％）であった。 

精神科病院は、7 施設（病院全体の 15.2％）であった。 

 

表 6 病床種類客体数の内訳（n=46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院種類 客体数 構成割合
再掲：ケア

ミックス施設数

小　計 39 84.8% 17

療養病床を有しない病院 12 26.1% 2
〔再掲〕一般病床のみ 10 21.7% ‐
〔再掲〕一般病床およびその他病床等（療養病床を除く） 2 4.3% 2

〔再掲〕　一般＋精神 1 2.2% 1
〔再掲〕　一般＋その他 1 2.2% 1

療養病床を有する病院 27 58.7% 15
〔再掲〕　一般＋療養 13 28.3% 13
〔再掲〕　一般病床＋療養病床＋その他病床 2 4.3% 2
  〔再掲〕 　　療養病床のみ 12 26.1% ‐

小　計 7 15.2% 2
精神病床のみ 5 10.9% ‐
精神＋療養 2 4.3% 2

46 100.0% 19合計

病床区分

一般病院

精神科病院

精神科病院

15.2%(n=7)

一般病院 84.8%

(n=39)
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2006 年度診療報酬改定に伴う、病院客体の算定入院基本料区分の変更状況別の内訳を表

7 に示す。病床種類ごとの算定入院基本料の改定時期は、一般病床および精神病床が 2006

年 4 月から、療養病床が同年 7 月からであった。 

 

一般病床のうち、2006 年 4 月以降は、10 対 1 が 11 施設（一般病床を有する病院全体

の 44.4％）と最も多く、続いて 15 対 1 が 9 施設（36.0％）であった。7 対 1 を算定して

いるのは、1 施設（一般病床を有する病院全体の 4.0％）であった。 

 

表 7 病院客体数－算定入院基本料の変更状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   
 
 
         ※算定入院基本料の変更にかかる回答のあった客体のみの集計結果 

       

2006年3月まで 2006年4月以降 客体数 構成割合

Ⅰ群2 7対1 1 4.0%

Ⅰ群1 10対1 5 20.0%

Ⅰ群2 10対1 5 20.0%

Ⅰ群3 10対1 1 4.0%

Ⅰ群2 13対1 4 16.0%

Ⅰ群3 15対1 1 4.0%

Ⅱ群3 15対1 8 32.0%

25 100.0%

2006年6月まで 2006年7月以降 客体数 構成割合

入院基本料1 入院基本料2 24 88.9%

特定入院基本料2 入院基本料2 1 3.7%

入院基本料1 入院基本料E 1 3.7%

入院基本料1 その他 1 3.7%

27 100.0%

注）病院種別にかかわらず、療養病床を有する客体数を計上

2006年3月まで 2006年4月以降 客体数 構成割合

入院基本料3 15対1 7 87.5%

不明 15対1 1 12.5%

8 100.0%

注）病院種別にかかわらず、精神病床を有する客体数を計上

合計

合計

合計

① 一般病床を有する病院（n=25）

② 療養病床を有する病院（n=27）

③ 精神病床を有する病院（n=8）
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一般病院の入院総点数の対前年度伸び率は、▲1.19％であった。総件数が 3.10％、1 日

当たり点数が 0.87％と増加を示したが、1 件当たり日数が▲4.99％と大きく減少したため

である。また、表 6 に示したように、2006 年度診療報酬改定で点数改定が行われた療養

病床を有する客体数の比率が高いことも影響していると考えられる。 
 
一般病院のうち、療養病床を有する病院（再掲）の入院総点数では▲1.99％、療養病床

のみの病院（再掲）では▲7.77％であった。療養病床のみの入院総点数の著しい減少の要

因は、2006 年 7 月からの療養病床の点数改定により、1 日当たり点数が低く抑えられたこ

とに加え（▲6.37％）、1 件当たり日数の減少（▲2.03％）が拍車をかけたためである。 
 
精神科病院の入院総点数では、0.47％と微増であった。これは、1 日当たり点数の伸び

による増加である。ただし、1 日当たり 1,100 点台と平均単価が一般病院よりも低く、総

件数と 1 件当たり日数が減少していることや、入院外総点数が、総件数の増加にもかかわ

らずマイナスであったことなどから、精神科病院も厳しい状況下に置かれていることが推

察される。 

表 8 病院種類別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%

入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%

入院 4,012,644,554 3,964,733,401 -1.19% 88,720 91,471 3.10% 1,422,917 1,393,844 -2.04%

入院外 1,479,378,824 1,473,882,280 -0.37% 931,605 938,129 0.70% 1,798,557 1,750,184 -2.69%

〔再掲〕療養 入院 1,446,512,229 1,417,673,310 -1.99% 37,129 36,749 -1.02% 738,366 728,972 -1.27%

を有する病院 入院外 692,601,693 691,819,965 -0.11% 417,154 417,440 0.07% 992,340 945,967 -4.67%

〔再掲〕療養 入院 299,412,555 276,156,623 -7.77% 7,629 7,671 0.55% 180,957 178,254 -1.49%

のみの病院 入院外 172,558,232 164,980,187 -4.39% 111,953 109,078 -2.57% 316,019 288,243 -8.79%

入院 451,552,596 453,675,753 0.47% 13,920 13,778 -1.02% 400,892 392,212 -2.17%

入院外 68,028,048 65,565,325 -3.62% 32,119 33,785 5.19% 85,458 88,190 3.20%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%

入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%

入院 45,228 43,344 -4.17% 16.0 15.2 -4.99% 2,820 2,844 0.87%

入院外 1,588 1,571 -1.06% 1.9 1.9 -3.37% 823 842 2.38%

〔再掲〕療養 入院 38,959 38,577 -0.98% 19.9 19.8 -0.25% 1,959 1,945 -0.73%

を有する病院 入院外 1,660 1,657 -0.18% 2.4 2.3 -4.74% 698 731 4.78%

〔再掲〕療養 入院 39,247 36,000 -8.27% 23.7 23.2 -2.03% 1,655 1,549 -6.37%

のみの病院 入院外 1,541 1,512 -1.87% 2.8 2.6 -6.39% 546 572 4.82%

入院 32,439 32,928 1.51% 28.8 28.5 -1.16% 1,126 1,157 2.69%

入院外 2,118 1,941 -8.37% 2.7 2.6 -1.89% 796 743 -6.61%

主要3要素

主要3指標

病院

一般病院

精神科病院

１件当たり点数 １件当たり日数

病院

一般病院

精神科病院

１日当たり点数

総点数 総件数 総日数

注）「一般病院」は、療養病床を有しない施設と有する施設を合わせた集計結果である。 
また、「〔再掲〕療養を有する病院」には、「〔再掲〕療養のみの病院」を含んでいる。 
  「精神科病院」は、精神病床を有する病院である。 
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３.診療所医療費の動向 

（１）二次保健医療圏別 
 
診療所の二次保健医療圏別の客体構成比は、中部が 43.7％（86 施設）と最も多く、

続いて北部 17.8％（35 施設）、南部 14.7％（29 施設）、東部 12.7％（25 施設）、西

部 11.2％（22 施設）の順であった。 

図 4 診療所客体数－二次保健医療圏別（n=197） 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部

43.7%(n=86)

北部

17.8%(n=35)

南部 14.7%(n=29)

東部 12.7%(n=25)

西部

11.2%(n=22)
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 入院総点数の対前年度伸び率は、南部でプラスを示したのみで、それ以外の地域ではマ

イナスであった。入院総件数については、いずれもマイナスを示している。 

 入院外総点数についても、いずれの地域もマイナスを示し、とくに北部（▲2.23％）と

南部（▲1.52％）の減少幅が大きかった。 

 

表 9 二次保健医療圏別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 133,244,798 132,551,988 -0.52% 7,918 7,907 -0.14% 94,393 91,489 -3.08%

入院外 763,740,020 760,061,833 -0.48% 725,457 728,246 0.38% 1,727,801 1,685,778 -2.43%

入院 25,033,801 23,027,094 -8.02% 1,574 1,548 -1.65% 26,935 25,122 -6.73%

入院外 251,454,295 251,276,678 -0.07% 200,925 207,432 3.24% 491,843 493,142 0.26%

入院 41,044,342 39,664,780 -3.36% 2,946 2,887 -2.00% 43,571 40,636 -6.74%

入院外 183,826,594 182,339,684 -0.81% 168,743 170,056 0.78% 363,025 355,084 -2.19%

入院 44,769,612 45,484,728 1.60% 3,661 3,614 -1.28% 43,318 42,576 -1.71%

入院外 277,444,688 273,233,757 -1.52% 281,182 277,600 -1.27% 690,847 674,458 -2.37%

入院 21,117,186 21,003,736 -0.54% 1,794 1,783 -0.61% 23,066 22,172 -3.88%

入院外 269,682,414 263,678,132 -2.23% 278,630 272,868 -2.07% 605,190 575,694 -4.87%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 16,828 16,764 -0.38% 11.9 11.6 -2.94% 1,412 1,449 2.64%

入院外 1,053 1,044 -0.86% 2.4 2.3 -2.81% 442 451 2.00%

入院 15,905 14,875 -6.47% 17.1 16.2 -5.16% 929 917 -1.38%

入院外 1,251 1,211 -3.21% 2.4 2.4 -2.88% 511 510 -0.33%

入院 13,932 13,739 -1.39% 14.8 14.1 -4.83% 942 976 3.62%

入院外 1,089 1,072 -1.57% 2.2 2.1 -2.94% 506 514 1.41%

入院 12,229 12,586 2.92% 11.8 11.8 -0.43% 1,034 1,068 3.37%

入院外 987 984 -0.25% 2.5 2.4 -1.11% 402 405 0.88%

入院 11,771 11,780 0.08% 12.9 12.4 -3.28% 916 947 3.47%

入院外 968 966 -0.16% 2.2 2.1 -2.87% 446 458 2.78%

西部

南部

１日当たり点数

総点数 総件数 総日数

１件当たり日数１件当たり点数

主要3要素

主要3指標

北部

北部

中部

東部

西部

南部

中部

東部
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（２）有床・無床別 

 診療所の内訳は、有床診療所が 41.6％（82 施設）、無床診療所が 58.4％（115 施設）

であった。 

 

図 5 診療所客体数－有床・無床別 （n=197） 

 

 

 

 

 

  

  

 

有床診療所の総点数の伸び率は、入院、入院外ともに▲1％を下回っていた。これは、

入院、入院外の両方で総件数がマイナスとなったためである。一方、無床診療所では、総

件数が 0.33％と微増した影響により、入院外総点数は▲1.0％以内に留まった。有床、無

床ともに、保険収入の獲得が厳しい状況にあることが示されている。 

  

表 10 有床・無床別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 

 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%

入院外 917,843,901 907,406,833 -1.14% 678,509 676,523 -0.29% 1,856,856 1,805,895 -2.74%

入院 － － － － － － － － －

入院外 828,304,110 823,183,251 -0.62% 976428 979679 0.33% 2,021,850 1,978,261 -2.16%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%

入院外 1,353 1,341 -0.85% 2.7 2.7 -2.46% 494 502 1.65%

入院 － － － － － － － － －

入院外 848 840 -0.95% 2.1 2.0 -2.48% 410 416 1.57%

１日当たり点数

総点数 総件数 総日数

無床

１件当たり点数 １件当たり日数

有床

無床

主要3要素

主要3指標

有床

有床41.6%

(n=82) 無床58.4%

(n=115)
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（３）有床診療所の療養病床有無別－入院 

 療養病床有無別の客体構成比は、ありが 39.0％（32 施設）、なしが 56.1％（46 施設）

であった。 

図 6 診療所客体－療養病床の有無（n=82） 

 

 

 

 

 

 

 
  
療養病床ありでは、入院総点数の対前年度伸び率が▲5.32％と大きく減少した。これは、

療養病床の点数改定による単価の抑制により 1 日当たり点数が▲2.48％になり、1 件当た

り日数の▲2.39％が追い討ちをかけたためである。 

一方、療養病床なしの入院総点数は、1.27％の増加であった。これは、総件数が▲1.56％

であったことに加え、在院日数の短縮化が進み、1 件当たり日数が▲4.21％と大幅に減少

したものの、療養ありとは対照的に、1日当たり点数が7.40％もの増加を示したためである。 

 

表 11 有床診療所の療養病床有無別にみた主要 3 要素および主要 3 指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

療養病床 入院 113,843,020 107,789,957 -5.32% 7,334 7,295 -0.53% 122,801 119,226 -2.91%

あり 入院外 378,600,992 373,521,556 -1.34% 289,460 289,785 0.11% 868,588 852,152 -1.89%

療養病床 入院 138,692,442 140,457,756 1.27% 9,552 9,403 -1.56% 97,812 92,232 -5.70%

なし 入院外 508,896,192 503,278,937 -1.10% 354,580 352,160 -0.68% 908,074 872,777 -3.89%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

療養病床 入院 15,523 14,776 -4.81% 16.7 16.3 -2.39% 927 904 -2.48%

あり 入院外 1,308 1,289 -1.45% 3.0 2.9 -2.00% 436 438 0.56%

療養病床 入院 14,520 14,938 2.88% 10.2 9.8 -4.21% 1,418 1,523 7.40%

なし 入院外 1,435 1,429 -0.42% 2.6 2.5 -3.23% 560 577 2.90%

療養病床の有無についての回答のあった施設のみの集計結果である。

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

主要3要素

主要3指標

総点数 総件数 総日数

無回答

4.9%(n=4)

療養病床あり

39.0%(n=32)

療養病床なし

56.1%(n=46)
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（４）診療所の主たる診療科別－入院外 

 

図 7 は、診療所の主たる診療科別にみた入院外総点数の対前年度伸び率を示したもの

である。 

入院外総点数の対前年度伸び率がプラスとなったのは外科（4.3％）、整形外科（4.2％）

で、それ以外の診療科では軒並み減少した。最も減少幅が大きい診療科は眼科で▲5.2％、

続いて皮膚科の▲3.6％、産婦人科▲3.1％、内科▲2.2％の順であった。 

 眼科の突出した減少については、2006 年度改定で実施されたコンタクトレンズ処方

にかかる点数の見直しが影響しているものと考えられる。 

      

    図 7 診療所の主たる診療科別にみた入院外総点数の対前年度伸び率（2006 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）n 数が 3 施設に満たない診療科の掲載は省略している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-1.2%

4.3%

-3.1%

-5.2%

-0.3%

-3.6%

4.2%

-2.2%

-6.0%

-3.0%

0.0%

3.0%

6.0%

内科

（n=92）

小児科

（n=16）

外科

（n=17）

整形外科

（n=11）

産婦人科

（n=15）

眼科

（n=12）

耳鼻咽喉科

（n=17）

皮膚科

（n=9）
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（５）院内・院外処方別 

 院内・院外処方別客体構成比の内訳は、院内処方 25.4％（50 施設）、院外処方 74.6％

（147 施設）であった1。 

 

図 8 診療所客体－院内・院外処方別 （n=197） 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院外総点数の対前年度伸び率をみると、院内処方（▲2.23％）が、院外処方（▲1.46％）

を下回った。これには、院内処方の 1 日当たり点数の伸びが院外処方より小さかったこ

と、1 件当たり日数の減少が院外処方より約 1 ポイント低いことが影響している。 

  

表 12 診療所の院内院外処方別にみた主要 3 要素主要 3 指標－入院外 

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

院外処方 1,178,762,274 1,161,504,933 -1.46% 1,210,137 1,204,881 -0.43% 2,802,210 2,724,528 -2.77%

院内処方 386,248,194 377,639,200 -2.23% 253,458 254,787 0.52% 660,350 641,872 -2.80%

2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率 2005年度 2006年度 伸び率

院外処方 974 964 -1.03% 2.3 2.3 -2.35% 421 426 1.35%

院内処方 1,524 1,482 -2.74% 2.6 2.5 -3.31% 585 588 0.59%

総件数 総日数

主要3指標

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数

主要3要素

 
 

 

                                                      
1 院外処方を行っている客体構成比は、日医総研『「2006 年度緊急レセプト調査（プレ調査）－4～6 月診療分

－」報告』では 60.5％、日本医師会「平成 18 年度緊急レセプト調査」では 47.7％であった。 

院外処方

74.6%(n=147)

院内処方

25.4%(n=50)
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第３章 まとめ 
 

 今回の調査結果から、2006 年度診療報酬改定によって、佐賀県の医療機関では以下のよ

うな影響が示唆された。 

 

１．病院医療費への影響 

 病院総点数の対前年度伸び率は、入院（▲1.03%）、入院外（▲0.51％）ともに、マイ

ナスであり、その要因は、一般病院の総点数の減少であった。とくに、療養病床のみの病

院では、1 日当たり入院点数が▲6%を下回る減少幅であり、2006 年度の療養病床点数改

定の影響を強く受けたことが示されている。 

  

２．診療所医療費への影響 

診療所総点数の対前年度伸び率についても、入院（▲1.31％）、入院外（▲0.89％）の

両方で、マイナスであった。 

入院総点数の減少の要因は、病院と同様に、療養病床点数改定の影響によって 1 日当た

り点数が抑制され、入院患者も減少したためである。入院外総点数の減少の要因は、1 件

当たり日数の減少に歯止めがかかっていないためである。 

 

３．本調査結果と全国との比較 

 表 13 は、本調査の結果である医科、入院、入院外総点数の 2006 年度対前年度伸び率に

ついて、厚生労働省の全数調査である「概算医療費データベース」より集計された「平成

18 年度医療費の動向」による全国平均との比較を示したものである。 
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表 13 医科、入院、入院外総点数（医療費）の 2006 年度対前年度伸び率比較－本調査、全国  

 

 

 

 

   

 厚生労働省 「平成18年度医療費の動向」 

 注）上記資料の表記に合わせ、本調査の結果も小数点第一位までとした。 

 

病院については、入院総点数の伸び率は、本調査が▲1.0％に対し、全国平均は 0.1％増

であり、全国平均を 1 ポイント以上下回っていた。入院外では、本調査が▲0.5％に対し、

全国平均が▲1.5％であり、1.0 ポイント上回っていた。その結果、医科（入院と入院外の

計）では、本調査が▲0.9％に対し全国平均が▲0.4％であり、0.5 ポイント下回る結果とな

った。 

診療所については、本調査の入院総点数の伸び率が▲1.3％に対し全国平均が▲2.7％で

あり、全国平均より 1.4 ポイント上回った。一方、入院外では、本調査▲0.9％に対し、全

国平均が 0.5％増であったため、医科（入院と入院外の計）では、本調査が 1.3 ポイント

下回る結果となった。 

なお、「平成 18 年度医療費の動向」の元データである「概算医療費データベース」よ

り求めた佐賀県の医科・入院・入院外の伸び率をみると、医科▲1.5％、入院▲2.3％、入

院外▲0.5％であり、今回の調査結果は、「概算医療費データベース」における佐賀県の結

果と比べ、大きな乖離はないと考えられる。 

 

 このように、本調査の結果から、2006 年度改定により、佐賀県下の医療費の動向は、全

国平均よりも低い伸び率を示しており、これ以上のマイナス改定が続けば、医療経営への

しわ寄せから地域医療の崩壊を招くことが懸念される。次期診療報酬改定においては、こ

れ以上のマイナス改定は回避されるべきである。  

 

本調査 全国＊ 本調査 全国

医　科 ▲0.9% ▲0.4% ▲1.0% 0.3%

入　院 ▲1.0% 0.1% ▲1.3% ▲2.7%

入院外 ▲0.5% ▲1.5% ▲0.9% 0.5%

病院 診療所
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参考資料Ⅰ. 佐賀県のプロフィール                    

 

１．人口 

 

県下の総人口は、2007 年 9 月 1 日現在で 85 万 9,179 人であり、2005 年度の国勢調査

によれば、総人口の順位は全国で 42 位となっている。 

 

２．二次保健医療圏 

 

 10 市 6 郡から成る県下には、5 つの二次保健医療圏が設定されている。中部保健医療圏

（佐賀市2、多久市、小城市、神埼市、神埼郡）、東部保健医療圏（鳥栖市、三養基郡）、

北部保健医療圏（唐津市、東松浦郡）、西部保健医療圏（伊万里市、西松浦郡）、南部保

健医療圏（武雄市、嬉野市、鹿島市、杵島郡、藤津郡）である。 
 

図 1 佐賀県下の二次保健医療圏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                                                      
2 2007 年 10 月 1 日に佐賀郡が佐賀市へ合併 

西部保健医療圏 

北部保健医療圏

南部保健医療圏

東部保健医療圏 

中部保健医療圏
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３. 医療機関数ならびに医師数 

 

（１）医療機関数 

2005 年の厚生労働省「医療施設動態調査」によれば、県下の病院数は計 111 施設であ

った。また、これを人口 10 万人当たりでみると 12.8 施設であり、全国で 6 位となってい

る。 

次に、同年の一般診療所数は 686 施設であり、これを人口 10 万人当たりでみると、79.2

施設であり、全国 18 位となっている。 
 
 
 

表 1 人口 10 万人当たりの病院数 

年  全国 佐賀県 全国順位 

2001 7.3 12.8 6

2002 7.2 13.0 5

2003 7.1 12.8 6

2004 7.1 12.9 5

2005 7.1 12.8 6

  資料）厚生労働省「医療施設動態調査」 

 
 
 

表 2 人口 10 万人当たりの一般診療所数 

年  全国 佐賀県 全国順位 

2001 73.9 74.9 19 位

2002 74.4 76.7 18 位

2003 75.3 77.2 19 位

2004 76.0 77.9 19 位

2005 76.3 79.2 18 位

  資料）厚生労働省「医療施設動態調査」 
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（２） 人口 10 万人当たりの医師数  

 

2004 年の「医師・歯科医師・薬剤師調査」によれば、人口 10 万人当たり医師数は 228.2

人であり、全国で 20 位となっている。 
 

図 2 人口 10 万あたりの医師数の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料）厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 
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４．疾患別の死亡率と生活習慣病対策 

2005 年における県下の三大生活習慣病による死亡率をみると、悪性新生物、心疾患、

脳血管疾患であった。中でも、悪性新生物による人口 10 万当たりの死亡率は、年々上昇

しており、全国の死亡率を大幅に上回っている。 
  

図 3 三大生活習慣病による死亡率の年次推移－佐賀県、全国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料）厚生労働省 「人口動態統計」 

 

次に、部位別悪性新生物の人口 10 万人あたりの死亡率をみると、肝臓がんの死亡率が

最も高く、近年では全国 1 位の水準となっている。 
 

表 3 人口 10 万人対肝臓がん死亡率の年次比較－佐賀県、全国 

 年度 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

全国 25.5 25.8 25.9 26.7 27.0 27.1 27.3 27.5 27.0  27.4 27.2

佐賀県 42.4 39.9 43.3 41.4 41.7 44.3 43.1 47.5 45.0  49.8 46.9

全国順位 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1

資料）厚生労働省 「人口動態統計」 
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そこで県は、1987 年から肝臓がんの早期発見と早期予防を目指して「肝疾患対策委員会」

を立ち上げている。1992 年からは肝臓がん発症の主な原因である C 型肝炎の抗体検査を

基本健診に取り入れており、その結果、2003 年度までに 30 歳以上人口の約 4 割にあたる

約 22 万人が抗体検査を受け、約 15,000 人の抗体陽性者の発見に至っている。2006 年度

からは、県医師会成人病センターで実施する B 型肝炎、C 型肝炎ウィルス検査を申し込んだ

場合、市町村が検査料の一部を助成する制度を開始している。 

 

５．都道府県別にみた総医療費の構成割合 

 

 図 4 は、2006 年度の総医療費（32 兆 4,435 億円）を都道府県別の構成割合で示したも

のである。佐賀県は全国の 0.8％（2,472 億円）を占めており、全国では 42 番目に位置し

ている。 

 

図 4 都道府県別にみた総医療費の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）厚生労働省 「概算医療費データベース」より作成 
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６．老年人口（高齢化率）ならびに老人医療費の動向 

 

 65 歳以上の老年人口の割合は、1996 年を境に 0 歳～14 歳までの年少人口を上回り、10

年間で 4.8％増加している。直近の国勢調査によれば、県下の老年人口の割合（高齢化率）

は 22.6％であり、全国では 22 位となっている。 

 高齢社会の到来に伴い、老人医療費も増加しており、2004 年度における老人医療費の対

前年度の伸び率は、全国 1 位となっている。 
 

図 5 年少人口および老年人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 資料）総務省「国勢調査」 

  注）（ ）内は調査年における総人口 

 

図 6 1 人当たり老人医療費と対前年度伸び率 

 

 

 

 

 
 

 

 

 資料）厚生労働省「医療費マップ」 
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佐賀県医師会

緊急レセプト調査（佐賀県版）集計表
―2005年4月から2007年3月までー

 日 医 総 研 



参考資料Ⅱ

診療所　調査客体 病院　調査客体
緊急レセプト調査客体 総件数 病院数 比率 総件数

診療所数 比率 2006.4～2007.3 一般病院 39 84.8% 1,029,600
無床 内科 54 47.0% 341,456 　〔再掲〕療養病床を有する病院 27 58.7% 454,189

小児科 15 13.0% 124,110 　　　〔再掲〕療養病床のみの病院 12 26.1% 116,749
精神科 2 1.7% 9,884 精神科病院 7 15.2% 47,563
外科 6 5.2% 29,234 合計 46 100.0% 1,077,163
整形外科 0 0.0% 0
産婦人科 1 0.9% 7,822
眼科 11 9.6% 128,067 全体　調査客体
耳鼻咽喉科 15 13.0% 184,626 客体数 - 総件数
皮膚科 9 7.8% 147,005 診療所・病院　合計 243 2,751,104
泌尿器科 0 0.0% 0
脳神経外科 1 0.9% 3,017
その他 1 0.9% 4,458
小計 115 100.0% 979,679

有床 内科 38 46.3% 344,651
小児科 1 1.2% 5,800
精神科 0 0.0% 0
外科 11 13.4% 72,134
整形外科 11 13.4% 142,360
産婦人科 14 17.1% 60,686
眼科 1 1.2% 12,491
耳鼻咽喉科 2 2.4% 18,782
皮膚科 0 0.0% 0
泌尿器科 2 2.4% 26,376
脳神経外科 0 0.0% 0
その他 2 2.4% 10,982
小計 82 100.0% 694,262
合計 197 100.0% 1,673,941

1
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二次圏域別　調査客体
総件数

客体数 比率 2006.4～2007.3
診療所 中部 86 43.7% 736,153

東部 25 12.7% 208,980
西部 22 11.2% 172,943
南部 29 14.7% 281,214
北部 35 17.8% 274,651
小計 197 100.0% 1,673,941

病院 中部 18 39.1% 539,022
東部 5 10.9% 77,108
西部 6 13.0% 112,975
南部 9 19.6% 126,784
北部 8 17.4% 221,274
小計 46 100.0% 1,077,163
合計 243 100.0% 2,751,104

（再掲）病院規模別　調査客体
調査客体 総件数

客体数 比率 2006.4～2007.3
病院 200床未満 39 84.8% 0

200床以上 7 15.2% 0
合計 46 100.0% 0

診療所　院内・院外処方別(回答のあった施設のみ)
調査客体 総件数

客体数 比率 2006.4～2007.3
診療所 主として院内処方 50 25.4% 258,120

主として院外処方 147 74.6% 1,214,726
合計 197 100.0% 1,472,846

調査客体

2
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1.　病院・診療所別医療費

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%

病院 入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%
小計 6,011,604,022 5,957,856,759 -0.89% 1,066,364 1,077,163 1.01% 3,707,824 3,624,430 -2.25%
入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%

診療所 入院外 1,746,148,011 1,730,590,084 -0.89% 1,654,937 1,656,202 0.08% 3,878,706 3,784,156 -2.44%
小計 2,011,357,750 1,992,322,410 -0.95% 1,672,830 1,673,941 0.07% 4,109,989 4,006,151 -2.53%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%

病院 入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%
小計 5,637 5,531 -1.89% 3.5 3.4 -3.23% 1,621 1,644 1.39%
入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%

診療所 入院外 1,055 1,045 -0.97% 2.3 2.3 -2.51% 450 457 1.59%
小計 1,202 1,190 -1.01% 2.5 2.4 -2.59% 489 497 1.62%

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

主要３要素

主要３指標

総点数 総件数 総日数

3
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2.病院医療費
　(1)二次保健医療圏別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%
入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%
入院 2,731,382,767 2,686,559,803 -1.64% 55,028 56,004 1.77% 952,145 914,626 -3.94%
入院外 724,065,420 716,934,427 -0.98% 477,808 483,018 1.09% 894,998 869,218 -2.88%
入院 259,543,440 260,827,656 0.49% 7,527 7,435 -1.22% 156,590 154,144 -1.56%
入院外 76,208,674 74,999,324 -1.59% 70,432 69,673 -1.08% 157,453 148,080 -5.95%
入院 321,528,404 315,234,504 -1.96% 8,934 10,458 17.06% 150,026 151,025 0.67%
入院外 203,423,279 201,210,664 -1.09% 100,426 102,517 2.08% 233,118 225,458 -3.29%
入院 360,341,528 364,139,490 1.05% 11,172 11,271 0.89% 228,550 226,481 -0.91%
入院外 151,534,689 147,168,640 -2.88% 113,926 115,513 1.39% 241,235 240,999 -0.10%
入院 791,401,011 791,647,701 0.03% 19,979 20,081 0.51% 336,498 339,780 0.98%
入院外 392,174,810 399,134,550 1.77% 201,132 201,193 0.03% 357,211 354,619 -0.73%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%
入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%
入院 49,636 47,971 -3.36% 17.3 16.3 -5.61% 2,869 2,937 2.39%
入院外 1,515 1,484 -2.05% 1.9 1.8 -3.93% 809 825 1.95%
入院 34,482 35,081 1.74% 20.8 20.7 -0.34% 1,657 1,692 2.09%
入院外 1,082 1,076 -0.51% 2.2 2.1 -4.93% 484 506 4.64%
入院 35,989 30,143 -16.24% 16.8 14.4 -14.00% 2,143 2,087 -2.61%
入院外 2,026 1,963 -3.11% 2.3 2.2 -5.26% 873 892 2.27%
入院 32,254 32,308 0.17% 20.5 20.1 -1.78% 1,577 1,608 1.98%
入院外 1,330 1,274 -4.22% 2.1 2.1 -1.47% 628 611 -2.79%
入院 39,612 39,423 -0.48% 16.8 16.9 0.46% 2,352 2,330 -0.94%
入院外 1,950 1,984 1.74% 1.8 1.8 -0.76% 1,098 1,126 2.52%

北部

南部

北部

病院

中部

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

東部

西部

南部

主要３要素

主要３指標

総点数 総件数 総日数

病院

中部

東部

西部

4



参考資料Ⅱ

2.病院
　(2)病床規模別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%
入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%
入院 2,445,121,166 2,411,640,689 -1.37% 47,425 47,684 0.55% 781,286 756,531 -3.17%
入院外 520,536,840 522,603,302 0.40% 353,386 354,175 0.22% 521,571 520,788 -0.15%
入院 2,019,075,984 2,006,768,465 -0.61% 55,215 57,565 4.26% 1,042,523 1,029,525 -1.25%
入院外 1,026,870,032 1,016,844,303 -0.98% 610,338 617,739 1.21% 1,362,444 1,317,586 -3.29%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%
入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%
入院 51,558 50,575 -1.90% 16.5 15.9 -3.69% 3,130 3,188 1.86%
入院外 1,473 1,476 0.17% 1.5 1.5 -0.37% 998 1,003 0.55%
入院 36,568 34,861 -4.67% 18.9 17.9 -5.28% 1,937 1,949 0.65%
入院外 1,682 1,646 -2.16% 2.2 2.1 -4.45% 754 772 2.39%

１件当たり日数 １日当たり点数

200床未満

200床以上

200床未満

200床以上

病　院

１件当たり点数

主要３要素

主要３指標

総点数 総件数 総日数

病　院

5



参考資料Ⅱ

2.病院
　(3)病院種別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 4,464,197,150 4,418,409,154 -1.03% 102,640 105,249 2.54% 1,823,809 1,786,056 -2.07%
入院外 1,547,406,872 1,539,447,605 -0.51% 963,724 971,914 0.85% 1,884,015 1,838,374 -2.42%
入院 4,012,644,554 3,964,733,401 -1.19% 88,720 91,471 3.10% 1,422,917 1,393,844 -2.04%
入院外 1,479,378,824 1,473,882,280 -0.37% 931,605 938,129 0.70% 1,798,557 1,750,184 -2.69%

〔再掲〕療養 入院 1,446,512,229 1,417,673,310 -1.99% 37,129 36,749 -1.02% 738,366 728,972 -1.27%
　を有する病院 入院外 692,601,693 691,819,965 -0.11% 417,154 417,440 0.07% 992,340 945,967 -4.67%
　〔再掲〕療養 入院 299,412,555 276,156,623 -7.77% 7,629 7,671 0.55% 180,957 178,254 -1.49%
　　のみの病院 入院外 172,558,232 164,980,187 -4.39% 111,953 109,078 -2.57% 316,019 288,243 -8.79%

入院 451,552,596 453,675,753 0.47% 13,920 13,778 -1.02% 400,892 392,212 -2.17%
入院外 68,028,048 65,565,325 -3.62% 32,119 33,785 5.19% 85,458 88,190 3.20%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 43,494 41,981 -3.48% 17.8 17.0 -4.50% 2,448 2,474 1.07%
入院外 1,606 1,584 -1.35% 2.0 1.9 -3.24% 821 837 1.96%
入院 45,228 43,344 -4.17% 16.0 15.2 -4.99% 2,820 2,844 0.87%
入院外 1,588 1,571 -1.06% 1.9 1.9 -3.37% 823 842 2.38%

〔再掲〕療養 入院 38,959 38,577 -0.98% 19.9 19.8 -0.25% 1,959 1,945 -0.73%
　を有する病院 入院外 1,660 1,657 -0.18% 2.4 2.3 -4.74% 698 731 4.78%
　〔再掲〕療養 入院 39,247 36,000 -8.27% 23.7 23.2 -2.03% 1,655 1,549 -6.37%
　　のみの病院 入院外 1,541 1,512 -1.87% 2.8 2.6 -6.39% 546 572 4.82%

入院 32,439 32,928 1.51% 28.8 28.5 -1.16% 1,126 1,157 2.69%
入院外 2,118 1,941 -8.37% 2.7 2.6 -1.89% 796 743 -6.61%

注）「一般病院」は、療養病床を有しない施設と有する施設をあわせた集計結果である。また、〔再掲〕療養を有する病院には、〔再掲〕療養のみの病院を含んでいる。

総件数 総日数

病院

一般病院

精神科病院

一般病院

精神科病院

病院

主要３要素

主要３指標
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数
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参考資料Ⅱ

3.診療所
　(1)二次保健医療圏別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%
入院外 1,746,148,011 1,730,590,084 -0.89% 1,654,937 1,656,202 0.08% 3,878,706 3,784,156 -2.44%

中部 入院 133,244,798 132,551,988 -0.52% 7,918 7,907 -0.14% 94,393 91,489 -3.08%
入院外 763,740,020 760,061,833 -0.48% 725,457 728,246 0.38% 1,727,801 1,685,778 -2.43%

東部 入院 25,033,801 23,027,094 -8.02% 1,574 1,548 -1.65% 26,935 25,122 -6.73%
入院外 251,454,295 251,276,678 -0.07% 200,925 207,432 3.24% 491,843 493,142 0.26%

西部 入院 41,044,342 39,664,780 -3.36% 2,946 2,887 -2.00% 43,571 40,636 -6.74%
入院外 183,826,594 182,339,684 -0.81% 168,743 170,056 0.78% 363,025 355,084 -2.19%

南部 入院 44,769,612 45,484,728 1.60% 3,661 3,614 -1.28% 43,318 42,576 -1.71%
入院外 277,444,688 273,233,757 -1.52% 281,182 277,600 -1.27% 690,847 674,458 -2.37%

北部 入院 21,117,186 21,003,736 -0.54% 1,794 1,783 -0.61% 23,066 22,172 -3.88%
入院外 269,682,414 263,678,132 -2.23% 278,630 272,868 -2.07% 605,190 575,694 -4.87%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%
入院外 1,055 1,045 -0.97% 2.3 2.3 -2.51% 450 457 1.59%

中部 入院 16,828 16,764 -0.38% 11.9 11.6 -2.94% 1,412 1,449 2.64%
入院外 1,053 1,044 -0.86% 2.4 2.3 -2.81% 442 451 2.00%

東部 入院 15,905 14,875 -6.47% 17.1 16.2 -5.16% 929 917 -1.38%
入院外 1,251 1,211 -3.21% 2.4 2.4 -2.88% 511 510 -0.33%

西部 入院 13,932 13,739 -1.39% 14.8 14.1 -4.83% 942 976 3.62%
入院外 1,089 1,072 -1.57% 2.2 2.1 -2.94% 506 514 1.41%

南部 入院 12,229 12,586 2.92% 11.8 11.8 -0.43% 1,034 1,068 3.37%
入院外 987 984 -0.25% 2.5 2.4 -1.11% 402 405 0.88%

北部 入院 11,771 11,780 0.08% 12.9 12.4 -3.28% 916 947 3.47%
入院外 968 966 -0.16% 2.2 2.1 -2.87% 446 458 2.78%

主要３要素

主要３指標

診療所

診療所

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数 総件数 総日数
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参考資料Ⅱ

3.診療所
　(2)有床・無床別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17893 17739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%
入院外 1,746,148,011 1,730,590,084 -0.89% 1654937 1656202 0.08% 3,878,706 3,784,156 -2.44%
入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%
入院外 917,843,901 907,406,833 -1.14% 678,509 676,523 -0.29% 1,856,856 1,805,895 -2.74%
入院 － － － － － － － － －
入院外 828,304,110 823,183,251 -0.62% 976428 979679 0.33% 2,021,850 1,978,261 -2.16%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%
入院外 1,055 1,045 -0.97% 2.3 2.3 -2.51% 450 457 1.59%
入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%
入院外 1,353 1,341 -0.85% 2.7 2.7 -2.46% 494 502 1.65%
入院 － － － － － － － － －
入院外 848 840 -0.95% 2.1 2.0 -2.48% 410 416 1.57%

総件数 総日数

有床

無床

診療所

診療所

有床

無床

主要３要素

主要３指標
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数

8



参考資料Ⅱ

3.診療所
　(3)有床診療所の療養病床有無別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 252,535,462 248,247,713 -1.70% 16,886 16,698 -1.11% 220,613 211,458 -4.15%
入院外 887,497,184 876,800,493 -1.21% 644,040 641,945 -0.33% 1,776,662 1,724,929 -2.91%

療養病床 入院 113,843,020 107,789,957 -5.32% 7,334 7,295 -0.53% 122,801 119,226 -2.91%
あり 入院外 378,600,992 373,521,556 -1.34% 289,460 289,785 0.11% 868,588 852,152 -1.89%

療養病床 入院 138,692,442 140,457,756 1.27% 9,552 9,403 -1.56% 97,812 92,232 -5.70%
なし 入院外 508,896,192 503,278,937 -1.10% 354,580 352,160 -0.68% 908,074 872,777 -3.89%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 14,955 14,867 -0.59% 13.1 12.7 -3.07% 1,145 1,174 2.56%
入院外 1,378 1,366 -0.88% 2.8 2.7 -2.59% 500 508 1.76%

療養病床 入院 15,523 14,776 -4.81% 16.7 16.3 -2.39% 927 904 -2.48%
あり 入院外 1,308 1,289 -1.45% 3.0 2.9 -2.00% 436 438 0.56%

療養病床 入院 14,520 14,938 2.88% 10.2 9.8 -4.21% 1,418 1,523 7.40%
なし 入院外 1,435 1,429 -0.42% 2.6 2.5 -3.23% 560 577 2.90%

注）療養病床の有無についての回答のあった施設のみの集計結果である。

主要３要素

主要３指標

有床診療所

有床診療所

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数 総件数 総日数

9



参考資料Ⅱ

3.診療所
　(4)主たる診療科別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.32006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.32006.4～2007.3 増減
入院 265,209,739 261,732,326 -1.31% 17,893 17,739 -0.86% 231,283 221,995 -4.02%
入院外 1,746,148,011 1,730,590,084 -0.89% 1,654,937 1,656,202 0.08% 3,878,706 3,784,156 -2.44%
入院 87,530,838 79,340,496 -9.36% 6,067 6,024 -0.71% 102,266 99,447 -2.76%
入院外 875,148,980 855,575,498 -2.24% 679,855 680,083 0.03% 1,581,222 1,537,874 -2.74%
入院 307,522 215,614 -29.89% 113 98 -13.27% 219 158 -27.85%
入院外 112,123,358 110,786,129 -1.19% 129,114 129,812 0.54% 267,886 265,624 -0.84%
入院 33,200,529 32,469,378 -2.20% 2,315 2,231 -3.63% 33,407 30,919 -7.45%
入院外 124,031,584 129,381,853 4.31% 99,793 99,137 -0.66% 274,778 263,541 -4.09%
入院 97,411,135 98,797,747 1.42% 4,277 4,201 -1.78% 61,301 57,227 -6.65%
入院外 171,628,913 178,756,791 4.15% 135,712 138,159 1.80% 586,900 582,089 -0.82%
入院 0 0 － 0 0 － 0 0 －
入院外 4,622,918 4,522,266 -2.18% 2,889 3,017 4.43% 13,651 12,023 -11.93%
入院 26,880,366 27,530,180 2.42% 3,861 3,844 -0.44% 22,069 21,427 -2.91%
入院外 49,960,169 48,429,242 -3.06% 65,161 64,664 -0.76% 115,182 111,306 -3.37%
入院 2,782,923 3,351,953 20.45% 157 174 10.83% 334 452 35.33%
入院外 88,947,847 84,360,399 -5.16% 141,381 140,384 -0.71% 185,975 180,979 -2.69%
入院 1,477,765 1,291,946 -12.57% 93 91 -2.15% 753 691 -8.23%
入院外 152,257,080 151,798,198 -0.30% 204,101 203,317 -0.38% 542,091 525,662 -3.03%
入院 0 0 － 0 0 － 0 0 －
入院外 73,037,485 70,404,335 -3.61% 148,368 147,005 -0.92% 218,451 212,197 -2.86%
入院 9,364,857 10,938,329 16.80% 515 508 -1.36% 5,544 5,704 2.89%
入院外 73,586,097 75,559,183 2.68% 24,263 25,868 6.62% 44,704 46,148 3.23%
入院 0 0 － 0 0 － 0 0 －
入院外 8,778,841 9,582,392 9.15% 9,038 9,884 9.36% 13,438 14,597 8.62%
入院 6,253,804 7,796,683 24.67% 495 568 14.75% 5,390 5,970 10.76%
入院外 12,024,739 11,433,798 -4.91% 15,262 14,872 -2.56% 34,428 32,116 -6.72%

主要３要素
総点数 総件数 総日数

内科

小児科

診療所

眼科

耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

外科

整形外科

脳神経外科

産婦人科

精神科

その他
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参考資料Ⅱ

3.診療所
　(4)主たる診療科別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.32006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.32006.4～2007.3 増減
入院 14,822 14,755 -0.45% 12.9 12.5 -3.18% 1,147 1,179 2.82%
入院外 1,055 1,045 -0.97% 2.3 2.3 -2.51% 450 457 1.59%
入院 14,427 13,171 -8.71% 16.9 16.5 -2.06% 856 798 -6.79%
入院外 1,287 1,258 -2.27% 2.3 2.3 -2.77% 553 556 0.52%
入院 2,721 2,200 -19.16% 1.9 1.6 -16.81% 1,404 1,365 -2.82%
入院外 868 853 -1.72% 2.1 2.0 -1.38% 419 417 -0.35%
入院 14,341 14,554 1.48% 14.4 13.9 -3.96% 994 1,050 5.67%
入院外 1,243 1,305 5.00% 2.8 2.7 -3.45% 451 491 8.76%
入院 22,776 23,518 3.26% 14.3 13.6 -4.96% 1,589 1,726 8.64%
入院外 1,265 1,294 2.31% 4.3 4.2 -2.58% 292 307 5.01%
入院 － － － － － － － － －
入院外 1,600 1,499 -6.33% 4.7 4.0 -15.66% 339 376 11.07%
入院 6,962 7,162 2.87% 5.7 5.6 -2.48% 1,218 1,285 5.49%
入院外 767 749 -2.32% 1.8 1.7 -2.62% 434 435 0.31%
入院 17,726 19,264 8.68% 2.1 2.6 22.11% 8,332 7,416 -11.00%
入院外 629 601 -4.48% 1.3 1.3 -2.00% 478 466 -2.54%
入院 15,890 14,197 -10.65% 8.1 7.6 -6.22% 1,963 1,870 -4.73%
入院外 746 747 0.08% 2.7 2.6 -2.66% 281 289 2.81%
入院 － － － － － － － － －
入院外 492 479 -2.71% 1.5 1.4 -1.96% 334 332 -0.76%
入院 18,184 21,532 18.41% 10.8 11.2 4.30% 1,689 1,918 13.53%
入院外 3,033 2,921 -3.69% 1.8 1.8 -3.17% 1,646 1,637 -0.53%
入院 － － － － － － － － －
入院外 971 969 -0.19% 1.5 1.5 -0.67% 653 656 0.49%
入院 12,634 13,727 8.65% 10.9 10.5 -3.47% 1,160 1,306 12.56%
入院外 788 769 -2.42% 2.3 2.2 -4.27% 349 356 1.93%

主要３指標
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

診療所

内科

小児科

外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

精神科

その他

脳神経外科

産婦人科

眼科

耳鼻咽喉科
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参考資料Ⅱ

3.診療所
　(5)院内・院外処方別

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 225,918,000 222,768,634 -1.39% 13,318 13,178 -1.05% 197,975 190,450 -3.80%
入院外 1,565,010,468 1,539,144,133 -1.65% 1,463,595 1,459,668 -0.27% 3,462,560 3,366,400 -2.78%

主として 入院 171,602,047 172,078,516 0.28% 9,918 9,845 -0.74% 138,204 134,563 -2.63%
院外処方 入院外 1,178,762,274 1,161,504,933 -1.46% 1,210,137 1,204,881 -0.43% 2,802,210 2,724,528 -2.77%
主として 入院 54,315,953 50,690,118 -6.68% 3,400 3,333 -1.97% 59,771 55,887 -6.50%
院内処方 入院外 386,248,194 377,639,200 -2.23% 253,458 254,787 0.52% 660,350 641,872 -2.80%

2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減 2005.4～2006.3 2006.4～2007.3 増減
入院 16,963 16,905 -0.35% 14.9 14.5 -2.78% 1,141 1,170 2.50%
入院外 1,069 1,054 -1.39% 2.4 2.3 -2.52% 452 457 1.16%

主として 入院 17,302 17,479 1.02% 13.9 13.7 -1.91% 1,242 1,279 2.99%
院外処方 入院外 974 964 -1.03% 2.3 2.3 -2.35% 421 426 1.35%
主として 入院 15,975 15,209 -4.80% 17.6 16.8 -4.62% 909 907 -0.19%
院内処方 入院外 1,524 1,482 -2.74% 2.6 2.5 -3.31% 585 588 0.59%

診療所

主要３要素

主要３指標
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

総点数 総件数 総日数

診療所
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